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⑤　後退部分の整備方法を記入
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　　必要に応じて拡大図を入れてください。
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※　作成における注意事項
　1　□確認申請の配置図には、『現況幅員』、『後退寸法』を明示しなければなりません。必ず現地を確認してください。
　2　□自主整備は、L形側溝、アスファルト舗装で整備してください。
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④　道路中心線の根拠（現況中心線、境界確定中心線、
筆界線等）を必ず記入してください。
境界確定中心の場合、図面番号も記入してください。

境界確定中心線（S00-No.000）

　　　　わずかな後退で、L形側溝に代わる整備となった場合、将来建築を行う際に、再度狭あい手続きが発生する場合が
　　　ありますので、原則としてL形側溝で整備してください。

『後退用地平面図』　作成例 縮尺：1/100

注意してください。

②　『現況幅員』は、道路を構成している部材間（L形等）
寸法です。指定幅員、有効幅員ではありませんので

してください。

Ｌ
形
側
溝

後退部分：L形側溝で整備（移設）

も記入してください。

③　境界確定済みの道路は、
現況後退寸法だけでなく、
境界確定の位置、寸法及び
境界確定線からの後退寸法

Ｌ
形
側
溝

①　寸法は、建築敷地毎の両端と道路の曲がり箇所に記入。
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⑥　法第42条第2項道路の後退整備が隅切部分に
必要となる場合に明示してください。

（ L-L： 3,800）
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